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市 の 人 口 世 帯 数 	14,657 

（昭和59年 8 月1日現在）住民基本台帳から 

男 	25,401人 

女 	27,2 52人 52,653人 
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印刷 ()西 北 印 刷 びきiよびわら 

「
暑
い
の
に

一
本
足
の
立
ち
ん

ぼ
は
大
変
で
す
な
ァ
」
 

「
そ
う
で
も
な
い
よ
。
こ
ん
な

豊
作
の
年
は
立
ち
が

い
が
あ
る

と
い
う
も
の
さ
」
 

「
稲
に
と
っ
て
は
、
と
に
か
く

い
い
年
だ
っ
た
な
ァ
」
 

「
み
ん
な
お
て
ん
と
様
の
お
か

げ
さ
。
こ
こ
四
年
ば
か
り
は
肩

身
の
狭
い
思
い
を
し
た
よ
」
 

「
ほ
ら
、
穂
が
ず
っ
し
り
と
掌

に
重
い
ぜ
。
草
笛
の
ー
つ
も
吹

い
て
み
た
ら
ど
う
だ
」
 

「
う
ん
。
で
も
な
ァ
、
俺
ら
、
 

こ
ん
な
格
好
な
も
ん
で
、
し
ゃ

が
む
こ
と
も
、
腕
を
曲
げ
る
こ

と
も
出
来
ァ
し
な
い
ん
だ
よ
」
 

「
ほ
ん
に
お
前
も
因
果
な
商
売

だ
な
ァ
」
 

「
わ
れ
な
が
ら
、
そ
う
思
っ
て

る
よ
。
そ
れ
に
な
ァ
。
近
頃
の

雀
ァ
俺
ら
の
に
ら
み
だ
け
じ
や

逃
げ
な
く
な
っ
た
よ
」
 

「
ピ
ス
ト
ル
の
一
丁
も
ほ
し

い

と
こ
だ
な
」
 

「
そ
う
だ
よ
。
だ
が
な
ァ
、
俺

ら
の
時
代
は
も
う
終
っ
た
よ
。
 

世
の
中

ロ
ボ
ッ
ト
の
時
代
だ
も

ん
な
ァ
」
 

「
ま
ァ
そ
う
気
を
落
す
な
よ
。
 

世
の
中
機
械
ば
か
り
じ
ゃ
心
が

乾
い
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
か
」
 

「
そ
れ
も
そ
う
だ
な
。
ウ
ァ
ハ
 

ッ
ハ
ッ
ハ
I
 

…
」
 



今
年
の
九
月
か
ら
十
一
月

ま
で
の
三
カ
月
間
に
わ
た
り
、
 

昭
和
五
十
九
年
全
国
消
費
実

態
調
査
（
総
務
庁
統
計
局
所

管
）
が
全
国
的
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
暮

ら
し
向
き
を
家
計
の
面
か
ら

総
合
的
に
と
ら
え
、
全
国
及

び
地
域
別
の
世
帯
の
所
得
、
 

消
費
及
び
資
産
の
水
準
と
構

造
並
び
に
分
布
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
 

昭
和
三
十
四
年
か
ら
五
年
ご

と
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
 

す
。
 

調
査
で
は
、
全
国
か
ら
抽

出
さ
れ
た
約
五
万
四
千
世
帯

に
、
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で

の
三
カ
月
間
家
計
簿
を

つ
け

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
調
査
員
が
皆
様
の

お
宅
へ
う
か
が
う
お
り
は
御

協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
 

な
お
、
調
査
さ
れ
た
事
柄

は
、
統
計
を

つ
く
る
た
め
だ

け
に
使
用
さ
れ
、
調
査
関
係

者
が
他
に
漏
ら
す
こ
と
や
統

計
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
 

こ
と
は
、
法
律
で
固
く
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
あ
り
の
ま
ま
を
お
答
え
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
市
秘
書
企

画
課
統
計
調
査
係

（
廿
三
五
 

ー
二
一
一
一

番
 
内
線
三
一

八

・
三
一
九
番
）

へ
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

全
国
消
費
実
態
調
査
に
御
協
力
を
 

ー
家
計

簿
は
国
と
我
が

家
の

み
ち
し

る
べ

ー
 

活発な意見の交換が行われた市政懇談会 

市
政
に
対
す
る
市
民
の
意
見

や
要
望
を
吸
収
し
よ
う
と
い
う

昭
和
五
十
九
年
度
市

政
懇
談
会
 

（
前
半
）
が
、
八
月
二
十
一
日
 

の
中
川
、
三
好
の
両
地
区
を
皮

切
り
に
梅
沢
、

栄
、
長
橋
、
毘

沙
門
の
各
地
区
で
開
か
れ
ま
し

た
。
 

初
日
の
中
川
地
区
で
は
、
午

前
九
時
三
十
分
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
中
川
に
部
落
会

長
、
行
政
連
絡
員
、
地
区
住
民

協
議
会
長
、

地
元
市
議
会
議
員

ら
と
市
側
か
ら
は
森
田
市
長
、
 

花
田
助
役
、
成
田
収
入
役
は
じ

め
部
課
長
ら
が
“
ひ
ぎ
詰
談
議
”
 

で
意
見

・
要
望
を
交
わ
し
ま
し

た
。
 

懇
談
に
先
立
ち
森
田
市
長
が
 

「
行
財
政
の
厳
し
い
環
境
の
も

と
で
あ
り
ま
す
が
、
漆
川

工
業
 

団
地
の
指
定
、
造
成
に
合
わ
せ

て
日
立
の
立
地
を
は
じ
め
青
森

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
圏
域
へ
の
加
入
、
 

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
七
里

長
浜
港
湾
の
着
工
や
日
本
海
沿

岸
縦
貫
自
動
車
道
建
設
の
働
き

か
け
な
ど
好
材
料
が
あ
り
、
 一

層
引
き
締
め
て
市
勢
発
展
に
努

力
し
ま
す
」
 
と
あい
さ
つ
し
ま

し
た
。
 

つ
づ
い
て
、
昭
和
五
十
八
年

度
の
要
望
事
項
の
処
理
状
況
を

説
明
し
、
 一
問
一
答
の
懇
談
に

入
り
ま
し
た
。
 

住
民
側
か
ら
は
、
農
政
、
道
 

路
、
教
育
な
ど
身
近
な
生
活
環

境

へ
の
意
見
ゃ
、
要
望
が
多
く

出
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
森
田
市
長
を

は
じ
め
市
側
は
、
質
問
項
目
ご

と
に
細
か
に
回
答
、
早
急
に
解

決
を
要
す
る
問
題
は
六
十
年
度

予
算
に
盛
り
込
み
、
長
期
に
わ

た
る
問
題
は
、
順
次
年
次
計
画

を
立
て
今
後
の
行
政
に
反
映
さ

せ
た
い
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

な
お
、
後
半
の
五
所
川
原
、
 

飯
詰
、
松
島
、
七
和
の
各
地
区

の
日
程
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
 

~ 

噌
も
慮
駆
叫
 

市
政
懇
で
活
発
な
意
見
交
換
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Ca) 今年は五所川原市制施行 
30周年にあたります 

10月 1 日は 「記念の日」 です 

▽
お
題
 

「
旅
」
 

▽
詠
進
要
領
 

自
作
の
歌
で

一
人
一
首
と
し
、
 

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
 

用
紙
は
半
紙

（
習
字
用の
半
 

詠
進
歌
 

紙
（
白
紙
）
が
よ
い
。）
と
し
、
 

毛
筆
で
自
書
の
こ
と
。
 

書
式
は
半
紙
を
二
つ
折
り
に

し
、
開
い
て
右
半
面
に
お
題
と

歌
、
左
半
面
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な

つ
き
）
、生
年
月
日
及
び
職
業
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
 

公
職
選
挙
法
第
二
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
九
月
一
日

現
在
で
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
る
資
格
を
有
す
る
方
を
、
九

月
二
日
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録

し
、
同
法
第
ニ
十
三
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
し
て

い
ま
す
。
 

▽
縦
覧
の
期
間
 

昭
和
五
十
九
年
九
月
三
日
か
ら

昭
和
五
十
九
年
九
月
七
日
ま
で

▽
縦
覧
の
場
所
 

（
な
るべ
く
具
体
的
に
）
を
書

い
て
下
さ
い
。
 

▽
詠
進
の
期
間
 

九
月
一
日
か
ら
十
月
十
一
日

ま
で
と
し
、
消
印
が
十
月
十
一

日
ま
で
の
も
の
を
有
効
と
し
ま
 

す
。
 

▽
送
り
先
 

「
郵
便
番
号

一
〇
〇
 
東
京

都
千
代
田
区
千
代
田

一
番

一
号

宮
内
庁

と
し
て
、
封
筒
に
「
詠

進
歌
」
 
と
書き
添
え
て
下
さ
い
。
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
 

（
市庁
舎
四
階
）
 

▽
縦
覧
の
時
間
 

期
間
中
毎
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
 

な
お
、
登
録
さ
れ
る
選
挙
人

は
、
昭
和
五
十
九
年
六
月
一
日

以
前
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た

方
、
又
は
転
入
届
を
し
た
方
で

引
続
き
当
市
に
居
住
し
て
い
る

方
、
及
び
昭
和
三
十
九
年
九
月

二
日
以
前
に
出
生
し
た
方
が
対

象
に
な
り
ま
す
。
 

お
題
は
「
旅
」
で
す
 

,
,
,
．
」
“

"

“

三
三
，
．
●
●
●
●
●
●
●●
●
●
●
●
・
 

定
時
登
録
に
よ
る
 

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

ー
 

、
 
式
で

は
、
森
 

田
市
長
が
「
成
 

人
と
し
て
の
責
 

任
を
自
覚
し
て
、
 

、
 
自
ら
を

向
上
に
 

，
 

・
・
導
び
き
、ま
ち
 

づ
く
り
、
国
づ

く
り
に
ご
尽
力
 

成人としての目覚を胸に 

自覚新たに 
20歳の門出 
614人が成人 

今
年
の
新
成
人
を
祝
う
会
が

八
月
十
九
日
、
市
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
、
成
人
に
な
る
若
者
た

ち
は
、
会
場
で
も
晴
れ
や
か
な

笑
顔
を
み
せ
て
、
大
人
の
仲
間

入
り
o

一
人
ひ
と
り
が
成
人
と

し
て
の
自
覚
を
胸
に
お
互
い
に

将
来
を
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た

今
年
、
市
内
で
成
人
を
迎
え

た
の
は
六
百
十
四
人

（男
性
一
一

百
九
十
六
人
、
女
性
三
百
十
八

人
）
で
す
。
 

こ
の
う
ち
、
成
人
式
に
出
席

し
た
の
は
二
百
八
十
五
人

（男

性
百
十
七
人
、
女
性
百
六
十
八

人
）
と
、
女
性
の
参
加
が
目
立

っ
て
い
ま
し
た
。
 
 

く
だ
さ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
」
 

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

次
い
で
、熊
谷
雅
澄
さ
ん
（
松

島
町
）
ら
三
人
が
「は
た
ち
の
主

張
」
を
発
表
し
、
社
会
人
と
し

て
自
己
の
責
任
を
し
っ
か
り
果

た
し
て
い
く
こ
と
な
ど
、
成
人

を
迎
え
た
決
意
を
出
席
者
の
代
 

。
 
表
と
し
て
語
り
ま
し
た
。
 

引
続
き
、
成
人
を
祝
う
「
祝

舞
」
 
と
して
、
七
ッ
館
小
学
校

児
童
た
ち
に
よ
る
浅
井
獅
子
舞

の
披
露
が
あ
り
、
ま
た
、
お
茶

の
接
待
を
う
け
心
も
新
た
に
門

出
を
祝
い
合
い
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
寺
田
市
議
会
議

長
、
神
青
年
会
議
所
理
事
長

ら
が
、
新
成
人
に
は
な
む
け
の

こ
と
ば
を
贈
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
を
受
け
て
、
新
成
人
を

代
表
し
、
神
浩
さ
ん
が
 
「自

分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
が
ん
ば

り
ま
す
」
 
と
誓い
の
こ
と
ば
を

述
べ
て
成
人
式
を
終
り
ま
し
た
。
 

誓いのことばを述べる神さん 



、 

難
祖
煉
て
匪
る
い
 

響
 

出
稼
ぎ
繊
じ
よ
う
 

市
出
稼
協
会
で
総
会
 

×x工I事期間中はr ,rく ,く rく r'\e 

鷺縛理鯉醸賓照姦蒸ミ 
r ,rお願びじ誉ずフく××フくフくノ 
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も 
血圧測定を行う会員たち 

み
ん
な
が
加
入
、

伸
ば

そ
う

出
稼
協
会

ー
な
ど

を

ス
ロ
ー
ガ

ン
に
し
た
、
市
出
稼
協
会

の
昭

和
五

十
九
年
度
定
時
総
会
が

八

月
十
六

日
、
市
中
央
公
民
館

に

お
よ
そ
百
五
十
人

の
会
員

の
方

々
が
出
席

山
て
開

か
れ
ま
し

た
。
 

こ
の
日
は
、

総
会
に
先
だ
っ

て
出
稼
者
一

人
ひ
と
り
の
血
圧

測
定
を

行
な
い
、

健
康
で

明
る

い
出
稼
ぎ

の
実
現
を
呼
び

か
け

ま
し
た
。
 

総
会
で

は
、
市
出
稼

協
会
長

で
あ
る
森
田
市
長
が
「

漆
川
工

業
団
地
へ
の

企
業
誘

致
第
一

号

が
あ
っ
た
こ
と
を

契
機
に

出
稼
 

解
消
を

推
進
し

た
い
」
 
と
あ
い

さ

つ
を
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、

来
賓
の
労
働
基
準

監

督
署
長
、

県
出
稼

対
策
室
長
、
 

公
共
職
業

安
定
所

長
の
三
人
が

祝
辞
を

述
べ

て
総
会
を

終
了
し

ま
し

た
。
 

引
続
き
懇
親
会
に

う
つ

り
、
 

カ
ラ
牙
ケ
大
会
が

あ
り
出
稼
ぎ

を
前
に
し
て
楽
し

い
ひ
と
と
き

を
過
ご

し
ま
し
た
。
 

な
お
、

健
康
診

断
の
依
頼

と

事
故
見

舞
金
制
度

へ
の
加
入
申

込
み
は
、

市
民
相
談
室
の
窓
口

と
各
支

所
で
受
付
け
し

て
い
ま

す
。
 

レ図画・ボスターの部 

・応募資格 小・中学生に限る。 

・大 き さ B4-A2判以内、 

ポスターには 「 9 
月10日全国下水道

促進デー」 の文字

を入れること。 

）標 語 の 部 

・工il二募資格 とくに制限なし。 

・応募方法 はがきI枚に 2 編

以内（何枚でも可） 

ただし、小・中学

生については、事

業体、学校等でま 

第24回全国下水道促進デー懸賞募集 

とめて応募のこと。 

レ作 文 の 部 

・応募資格 小・中学生に限る。 

小学生：1,0001~ 
1,600字以内

中学生：1,600~ 
2,000字以内

※原稿用紙は 400字
詰で、たて書のこと。 

レ写 真 の 部 

・応募資格 官、民を問いませ

んが、個人募集と 

する。 

I 

の最も大切な公共財産です。 

下水道は、都市の基幹施設の中でも人びと 

市では昭和49年から公共下水道事業に着手

し、昭和59年 4 月から一部地域の供用を開始

しました。 

今年度は、「川端町、本町、柏原町、布屋町、 

柳町、敷島町、幾島町、錦町、末広町、東町」 

で管渠の築造工事を行ないます。 

下水道工事にあたりましては、できるだけ

周囲の環境を悪化しないよう努力しています

が、工事期間中はなにかとご迷惑をかけると

思います。 

お近くで下水道工事が行われる場合は、ご

理解とご協力をお願いいたします。 

君のもつ 力と勇気を この道に 警察官・交通巡視員採用試験 

青森県警察本部では、高等学校卒

業程度の人を対象として警察官の採

用試験を行います。 

9 月 3 日（月）から 9 月22日（土） 

まで受験の申し込みを受付けます。 

受験資格や試験日程は次のとおり

ですが、くわしくは最寄りの警察署

に問い合わせてください。 

なお、警察官（B）試験は、警視

庁、神奈川県、千葉県、埼玉県、静

岡県の警察官を志望する人も同時に

受験することができます。 

試験種別 受 	験 	資 	格 試 験 日 程 

警察官（B) 

昭和32年4 月 2 日から昭和42 年4 月1 
日までに生まれた男子。ただし、 4 年制大学

を卒業した者及び昭和60年 3 月31日まで

にその大学を卒業する見込みの者を除く。 

第一次試験 

10月21日（日） 

青森高等看護学院 

弘前高等学校 

八戸西高等学校 

第二次試験 

11月27日（火） 

青森県警察学校 

交通巡視員 

昭和36年4 月 2 日から昭和42 年 4 月1 
日までに生まれた女子。 
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D現在1,100世帯が住み、計画戸数まであと少しとなりました。生活環境の充実 

した快適な住宅団地です。 

〇一般分譲とは 自己資金（公庫以外の機関からの借入金を含む）と住宅金融 

公庫融資とあわせて分譲住宅を今年中にお求めになれる制度です。 

〇地域特別分譲住宅とは 住宅金融公庫償還開始から 5年間1％の利息の援助 

を青森県から受けられ、公庫融資の増額という特点があります。 

〇詳しくは、青森県住宅供給公社業務課（ft0177- ⑩ -⑩ 1 6 2 5 番） 

五所川原市建設部建築住宅室（廿⑩ -廿⑩ 2111番 内線239番） 
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一般分譲住宅二次募集 広田団地 

区 	分 募集予定戸数 
一戸当り面積 譲渡予定 

価 	格 
公庫融資
見込額 自己資金 

募集予定 
時 	期 宅 地 建 物 

一般分譲 Jコ 9
 
!

F
  2

 

に
J
 
8
  

m 千円 千円 千円 9月17日～ 
10 60 . 75 10,4 70- 6,400- 4,070- 9月28日 

地域特分 3 277 -75 60 .75 10,4 70- 6,400- 4,070- 

地域特分→地域特別分譲住宅 
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に
ご

協
力
下
さ
い
 

昭和59年度 

後期技能検定試験のお知らせ 
レ実施職種 さく井・時計修理・機械検査・農業

機械整備・冷凍空気調和機器施工・

婦人子ども服製造（既製服） ・和裁 

・寝具製作・木工機械調整・洋菓子

製造・和菓子製造・みそ製造・酒造 

・建築大工・枠組壁建築・鉄筋組立

て・防水施工・配管・型枠施工・ガ

ラス施工・建築製図・印章彫刻・機械

製図・電気製図‘塗装（鋼橋塗装）・

義し装具製作・パン製造 

レ受験資格 ⑦ 1級は受験職種について14年

以上実務経験年数を有する人。 

") 2級は受験職種について 5年

以上実務経験年数を有する人。 

(,) その他有資格、学歴、訓練歴

等により受験に必要な実務経験年数

が短縮されます。 

レ受験料 1・2級共通 ＠学科試験 

全職種一律 2,000円

⑨実技試験 

6,500円～11,000円 

ン実施 日 ⑦ 学科試験 昭和60年 2 月10日 

・17日・24日のいずれか指定

する日曜日。 

（ィ） 実技試験 昭和59年12月1日 

~ 60年 2 月25日のいずれか指

定する日。 

ン申込締切 昭和59年10月17日（水）まで。 

ンそ の 他 受験案内は県下各職業訓練校に用意

してありますが、郵送を希望する場

合は70円切手同封のうえ下記に申込

んで下さい。 

T030 青森市長島1丁目1番1号 青森県職業訓練課 

(廿0177-⑩-⑩ 1111番 内線2361) 

又は〒030-01 青森市大字野尻字今田43の1 

青森県職業能力開発協会（廿0177-⑩-⑩ 5561) 

雁濠王のポケットにー冊 	「 

60年版 県民手帳 

デザイン・紙質一新、ますます便利で使い 

やすくなりました。（アドレス帳別刷付） 

ン発行時期 11月上旬 

レ頒 価 1部 300円 

59年版 県勢グラフ 
青森県の動きが、一目りょう然にわかるカ 

ラーパンフレット。（裏面は青森県全図） 

レ発行時期 9月中旬 

レ頒 価 1部 350円 

Dお申込みは、市秘書企画課統計調査係 

（廿35 2111番 内線318 ・ 319番 へどうぞ。 

みんなの健康教室へどうぞ 

医師会と家庭を結ぶ「みんなの健康教室」 が次の日程で開か 

れます。お気軽においで下さい。 

今回のテーマは 「冬に向けての健康」 

レとき 9 月28日（金）午後1時 

Dところ 市保健センター（旧警察署跡） 

ン講師 江渡淳治先生 

レ主催 北五医師会・五所川原市民保健協議会 

結核検診を受けましよう 
レントゲン撮影は着衣のままできますが、金具（ネックレス

等）は外して下さい0 受診券は検診車に準備しています。お気

軽においで下さい。なお、詳しいことを知りたい方は市衛生課

へ（廿35- 2111 内線272番） 

月 日 場 	所 時 	間 

上平井町 	中央集会所前 9: 30-10 : 00 

敷島町 川崎胃腸科内科医院前 
10 : 20-li 】 00 

9月14日 五 	所 	川 	原 駅 前 ii: io-u : 50 

本町 マルカカサイ駐車場 13 】 00-13: 40 

若 	葉 森 	の 	家 前 13 : 50-14 : 20 

無料巡回診療を行います 

市では、疾病の早期発見のため北五医師会の協力で、次の日 

程で無料巡回診療を行います。地区の方はお気軽においで下さ 

し、つ 

月 日 場 	所 担 当 医 師 

9月 5 日 

9月 6日 

9月 7日 

9 月12日 

9 月13日 

9月14日 

若 	山 	公 	民 	館 

前 田 野 目 公 民 館 

共 	栄 	集 	会 所 

コミュニテイセンター長橋 

中 	泉 	公 	民 	館 

朝 日興隆婦人ホ― ム 

小笠原精樹先生 

白戸 千之先生 

三上 光次先生 

兼平 	亘先生 

対馬 昭幸先生 

佐藤 	実先生 

※時間はいずれも午後1時から 2時までです。 

健康 

コーナー 

クレス 
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